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助成金額

⚫ １００万円(SDGs加算対象の場合１２０万円）を限度に決定

⚫ 助成対象経費の１／２以内

その他

⚫ 会社名と申請事業概要を台東区産業振興事業団ホームページに掲載いたします。

⚫ 提出いただいた書類はお返しすることができません。

⚫ 来年度以降３か年に渡り、年１回当該助成事業に関する調査を書面にて行います。

必ずご報告ください。

⚫ 事業団や区が行うＰＲ事業等には、積極的にご協力をお願いいたします。

助成金支給条件

助成金交付のために必要な手続き

① 進捗報告

② 実績報告

 ・ 「今後の流れ」 （4～5ページ）

 ・ 「提出書類の作成方法」（６～１４ページ） をご参照ください。

❶ 変更承認申請書（事業内容や経費に変更が生じた場合）

❷ 届出書（ホームページやパンフレット等に助成を受けている旨を記載する場合）

※詳しくは「届出が必要なとき」（変更があったとき等）・・１５ページをご参照ください。

全ての助成対象企業

該当する助成対象企業

⚫ 2023年４月１日～2024年3月15日に助成事業に要した費用のうち、認定された経費が

対象

助成対象経費

※交付金額は実績報告の審査後に確定します。事業の達成状況や経費の支出状況によっては、

決定通知でお知らせした額より減額する場合があります。

３



2024年3月１５日までに支払いが完了した経費が対象です。

今後の流れ 1

２

開発・支払など 申請事業の完了

⚫ 担当が企業訪問を行い、９月３０日時点での事業の進捗状況をご報告いただきます。

⚫ 上記１～５の書類も併せてご提出ください。（該当する方は変更承認申請書もご提出

ください）

⚫ 訪問日時は別途ご連絡いたします。

企業訪問・進捗報告書類提出

１ 進捗報告書類の作成

企業訪問日までに下記書類を作成し、訪問時にご提出ください。

事業団HP 書類掲載箇所

ＵＲＬ：https://taito-sangyo.jp/2023/02/28/newtech/

提出書類              ・・・事業団のHPからダウンロードをする書類です。

❷の
企業訪問
まで

2023年
１０月頃

2024年
3月15日
まで

１ 新製品新技術開発支援事業助成金に係る助成事業遂行状況報告書（様式5）…６ページ

２ 進捗状況報告書…７ページ

３ 経費支出表…８ページ

4 支払った経費の領収書のコピー…９ページ

5 事業成果物等…１０ページ

変更承認申請書…１５ページ

HP

HP

HP

HP

【事業内容に変更があった場合】

（本書参照ページ）【すべての助成対象企業】

３

４

HP

トップページ＞助成金＞【受付終了】新製品新技術開発支援＞９中間報告・実績報告等



実績報告書類の作成

申請事業および経費支払いの完了後、下記書類を作成してください。

2024年
3月15日
最終締切

４

６ 実績報告書類の審査

７ 助成金交付

書類が揃い次第、事務局で実績報告書類の審査をいたします。
約１カ月

審査終了後、指定の口座にお振込みいたします。

2024年3月１５日までに不備の無い状態で実績報告書類の提出が

されていないと、助成金のお振込みができなくなります。

※ 郵送の場合、2024年3月15日必着です。

申請事業・支払い等が終了したら、速やかに実績報告書類の提出を

してください。

１ 新製品新技術開発支援事業助成金に係る助成事業実績報告書（様式6）

…１１ページ

２ 進捗状況報告書…７ページ

３ 経費支出表 …８ページ

4 支払った経費の領収書のコピー…９ページ

5 事業成果物等（支払った経費の写真等）…１０ページ

６ 事業実績書…１２ページ

７ 収支決算書…１３ページ

８ 請求書…１４ページ

変更承認申請書…１５ページ

今後の流れ ２

提出書類              ・・・事業団のHPからダウンロードをする書類です。HP

HP

HP

HP

HP

HP

５ 実績報告書類の提出

書類完成後、郵送またはご持参にてご提出ください。

or

【事業内容に変更があった場合】

【すべての助成対象企業】

HP

HP

５

ご注意ください



（様式５）                                                  年  月  日 

 

公益財団法人 台東区産業振興事業団 

理事長 殿 

所 在 地 

 

企業等の名称 

 

代 表 者 名 印 

 

 

令和５年度新製品新技術開発支援事業 

助成金に係る助成事業遂行状況報告書 

 

令和５年７月２７日付５財産経発第２４号をもって交付決定のあった、標記の助成事業の遂行状況について、

新製品新技術開発支援事業助成金交付要綱第９条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１．助成事業の遂行状況（進捗状況報告書のとおり） 

 

２．助成対象経費の使用状況（経費支出表のとおり） 

 

提出書類の作成方法 助成事業進捗状況報告書（様式5） 進捗

代表
取締役
印

捨印を押印ください

空欄にしてください

代表
取締役
印

役職もご記載ください
（個人事業主の方は、役職は
未記載で構いません）

申請書と同じ印鑑を押してください
・ 法人：代表取締役印
・ 個人事業主：代表者の実印

例

６



実施期間

企業・団体名

　４月　４日

　５月　５日

　６月　６日

　７月　７日

　８月　８日

　９月　９日

１０月１０日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　％

円（税抜）

　モニター開始

進捗状況報告書

（2023年９月３０日現在）

2023年４月１日～2023年９月３０日

株式会社たいとう

　主な経過状況（開発状況・契約状況・経費支出等）

　仕様の構築

　試作品製作開始（外注先：××工業（株））

　試作品完成

　試作品自社テスト開始

　試作品改良

　特許出願（委託先：〇〇特許事務所）

事業達成率

総合的事業達成率
（自己評価） 85

　コメント

　試作品の製作、改良を経て、モニターを開始することができたが、製造
工程や材料など改良が必要な部分もあると思われる。
　今後は、モニターの結果などを踏まえ、さらに改良を加え、製品完成を
目指していく。

経費

　９月３０日までの支出合計（経費支出表の合計）

1,200,000

提出書類の作成方法 進捗況報告書 進捗 実績

７

例

外注先・共同開発先などの
企業名等も記載してください

実績報告時に、事業計画書（申請時提出した書類）の
「⑫今年度の達成目標」を８０％以上達成していることが
助成金の全額支給条件です。

• 進捗報告の場合：４月１日～9月30日

• 実績報告の場合：9月30日～事業が完了した日 を記載

⚫ 開発・契約・支出行為の経過をなるべく詳しく記載してください。
⚫ 欄が不足した場合は、適宜行を追加してください。



領収書
事業成果物
番号

支出月日 経費区分 支出内容
支出金額
（税抜）

備考

1 　　月　　日

2 　　月　　日

3 　　月　　日

4 　　月　　日

5 　　月　　日

6 　　月　　日

7 　　月　　日

8 　　月　　日

9 　　月　　日

10 　　月　　日

　企業名　：　

経費支出表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０２３年９月３０日現在）

提出書類の作成方法  経費支出表 実績進捗

❷ ❸ ❹

❺

❻

❶

❶ 会社名を記載してください。

❷ 昇順に番号を振り、該当の領収証・事業成果物に同じ番号を記載してください。

❸ 支払日順に領収書の日付・口座振替の日付・クレジットカードの引落日を記載してください。

❹ 支出した経費を「謝金」「事務費」 「研究開発事業費」「研究開発委託費」に分類してください。

 ▶ 謝金： 専門家謝金など

 ▶ 事務費：資料購入費など

 ▶ 研究開発事業費：原材料・副資材費、工業所有権導入費、人件費（*）など

*人件費はソフトウェア開発の場合に限り、助成限度を５０万円とします。

 ▶ 研究開発委託費：検査委託費、外注加工費、デザイン委託費など

❺ 支出の内容・金額（税抜き）を記載してください。

❻ 特筆事項がある場合記載してください。

※助成対象経費は原則、助成決定通知に同封した「助成対象経費について」に記載をした経費です。

変更をご希望の場合、ご連絡ください。

※同じ科目内での経費の入れ替えは可能です。 （例 ： 「研究開発委託費」のうち検査委託費が予定

より高くなったが、開発委託費が予定より安くなった場合、「研究開発委託費」の決定額の範囲

で入れ替え可能）

※科目を超えての金額の入れ替えはできません。 （例 ： 「事務費」が予定より安くなった場合、そ

の一部を「研究開発事業費」に充当することはできません）

※対象経費として計上しても、事業団の査定で対象外となる場合があります。

領収証 2023年９月５日
株式会社○○ 様

￥３３,000円（税込）
但、●●購入費として、領収する。

２ ２

記
載
内
容

留
意
点

経費の写真等
（事業成果物）

△ △社

○○ △△印

８

例

経費支出表に記載した各経費について

領収書・成果物を提出してください。

• 領収書の提出方法は９ページ

• 事業成果物の提出方法は１０ページ

をご参照ください。



提出書類の作成方法 領収書

※消費税は、対象経費に含みません。（例の場合、税抜金額１,200,000円が対象経費です）

領収証 2023年８月６日

株式会社○○ 様

￥1,320,000円（税込）
但、○○内装工事費として、領収する。

１

○△社

○○ △△印

実績進捗

※経費の支払いは、交付決定を受けた事業者本人が行ってください。

・ 法人の場合：法人名義の領収書・口座・カードなど

・ 個人事業主の場合：事業主本人名義の領収書・口座・カードなど

（１）他の経費と合算で支出している場合

①領収書のコピー ②内訳がわかる書類（請求書・明細書など）のコピーを提出してください。

経費支出表と一致する領収書が提出できない場合

（３）クレジットカード払いで購入日と支出日が異なる場合

経費支出表の日付は支出日（引き落とし日）で記載してください。

（２）銀行の口座振替で支払っているので、領収書は発行されない場合

①通帳表紙の裏面と該当部分のコピー（ネットバンクの場合、振込画面の写し）（該当箇所以外は黒塗り）

②請求書のコピー を提出してください。

通帳
（通帳表紙の裏面）

通帳
（該当部分）

領収証
内訳が分かる書類
（請求書・明細書など）+

+ 請求書

※振込手数料は対象経費に含めることができますが、対象にできるのは消費税を抜いた分のみです。

９

経費支出表の「領収書・事業成果物番号」を記載してください。

日付・宛名（会社名）・品名 を必ず記載してください。

宛名の記載がないものや、購入物が不明のものは

対象経費に含めることができません。

例



提出書類の作成方法  事業成果物 実績進捗

経費支出表に記載した経費について、詳細が分かる資料を添付ください。

※ 詳細や使用用途の確認が取れない場合等、対象経費として認められない場合があります。

事業成果物

１０

１ 各書類に経費支出表と対応する

「領収書・事業成果物番号」を記載してください。

【専門家謝礼金】

• 依頼内容及び業務完了が確認できる書類の写し（契約書、仕様書、完了報告書）等

【資材購入費等】

• 購入した資材等の写真

• 購入した資材等のカタログ、請求書等の写し（金額や商品名等がわかるもの）

• 受払簿（購入日、購入物、使用日、使用用途の記載がされているもの※書式は問いません）

【原材料費、副資材費等】

• 購入した原材料、副資材、物資等の写真

• 購入した原材料、副資材、物資等のカタログ、請求書等の写し（金額や商品名等がわかるもの）

• 受払簿（購入日、購入物、使用日、使用用途の記載がされているもの※書式は問いません）

【委託・外注等した場合】

• 委託・外注内容及び業務完了が確認できる書類の写し（契約書、仕様書、完了報告書）等

• 完成品の写真等

【ソフトウェア開発にかかる人件費】

※人件費はソフトウェア開発の場合に限り、助成限度を５０万円（１００万円まで対象経費に計上可能）

とします。

• 作業日報（日付、勤務時間、勤務者、作業内容の記載があるもの。※書式は問いません）

• 支払った人件費の単価や金額等がわかる書類の写し（就業規則、給与明細の写し、賃金台帳、労働

契約書等）

【特許権、実用新案権、意匠権、商標権の取得にかかる経費】

• 取得するために特許庁へ提出した書類の写し等（実用新案登録願、商用登録願・商標登録証等）

• 出願料、登録料等が確認できる料金表・請求書の写し等

• 弁理士への謝金については請求書や明細書の写し等

■ 提出物の例



（様式６）                                                  年   月   日 

 

公益財団法人 台東区産業振興事業団 

理事長 殿 

所 在 地 

 

企業等の名称 

 

代 表 者 名 印 

 

 

令和５年度新製品新技術開発支援事業 

助 成 金 に 係 る 助 成 事 業 実 績 報 告 書 

 

令和５年７月２7 日付 5 財産経発第２4 号をもって交付決定のあった、標記の助成事業を終

了しましたので、新製品新技術開発支援事業助成金交付要綱第１１条の規定により、下記のと

おり報告します。 

 

記 

 

１ 助成事業に要した経費    金         円 

                （内訳は、経費支出表および事業収支決算書のとおり） 

 

 

２ 助成事業完了年月日 令和  年  月  日 

 

 

３ 事業の成果         （事業実績書のとおり） 

 

提出書類の作成方法 新市場開拓支援事業助成金に係る助成事業実績報告書（様式６） 実績

１１

代表
取締役
印

役職もご記載ください
（個人事業主の方は、役職は
未記載で構いません）

申請書と同じ印鑑を押してください
・ 法人：代表取締役印
・ 個人事業主：代表者の実印

代表
取締役
印

捨印を押印ください

空欄にしてください

空欄にしてください

空欄にしてください

例



企業名：

％

６．事業全体へのコメントおよび当事業団に対する要望など

１．事業達成状況

事業全体の達成度
（申請時の計画に対しての遂行状

況）

②製品の開発状況および今後の開発計画

２．営業活動などを含めた、本事業における今後の展開

３．製品の販売価格・販売先

４．市場の反応（販売段階へ進んでいれば、その反応等）

５．本事業におけるその他の効果
（区内企業への波及効果として、試作品や原材料に関する区内の取引先・仕入れ先の情
報・取引内容など）

新製品新技術開発支援事業

①製品開発上での問題点およびその解決方法

事業実績書

提出書類の作成方法 事業実績書 実績

１２

例

85

⚫ 各項目の記載をしてください。
⚫ 欄が不足した場合は、適宜行を追加してください。

実績報告時に、事業計画書（申請時提出した書類）の

「⑫今年度の達成目標」を８０％以上達成していることが

助成金の全額支給条件です。



【収入の部】

科目 決算額（税抜／円） 摘要

事業団からの助成金 1,000,000 　※助成予定額＝【支出の部】合計額×1/2（千円未満切捨）

自己資金 1,000,000

借入金 500,000

計 2,500,000

【支出の部】

科目 決算額（税抜／円） 摘要

謝金 150,000 　製品デザインアドバイス料

事務費 300,000 　参考書籍・資料購入

研究開発事業費 1,200,000
　原材料・資材購入、機械装置導入
　特許出願料

研究開発委託費 850,000 　試作品外注加工費、製品強度検査委託費

計 2,500,000

収支決算書

提出書類の作成方法 事業収支決算書 実績
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2023年4月1日から事業完了日（2024年３月１５日締切）までの
各経費の合計金額を科目ごとに記載してください。 

摘要には、経費の内容を
記載してください

【支出の部】の科目は
「謝金」、「事務費」、「研究開発事業費」、
「研究開発委託費」に分類してください。

助成金以外の費用の捻出方法を記載して
ください。（例）自己資金、借入金など

【収入の部】と【支出の部】の
合計金額は一致します



（様式８） 

 

請 求 書 
 

 
          ￥ 
 

 
ただし、新製品新技術開発支援事業助成金として 

上記の金額を請求します。 

 

 

 
    年    月    日 

  

公益財団法人 台東区産業振興事業団 理事長 殿 

 

住所又は所在地 

法人名又は事業所名 

代 表 者 氏 名                印 

 

 

 

 
下記口座へ振込みを依頼します。 

                                                         

 

 

振 込 先 

金  融 
機  関 

銀  行 
信用金庫                    

 
支 店 

 
預金種目 

１．普 通 
 

２．当 座 
口座番号  

口   座 

名義人 

 フリガナ  

 

提出書類の作成方法 請求書

代表
取締役
印

捨印を押印ください

空欄にしてください

代表
取締役
印

申請書と同じ印鑑を押してください
法人：代表取締役印
個人事業主：代表者の実印

役職もご記載ください
（個人事業主の方は、役職は未記載
で構いません）

実績

７桁の口座番号を
記載してください
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空欄にしてください

助成金の振込に使用する口座情報を記載してください

例



届出が必要となる場合

事業内容の変更・中止をする場合

事業内容を以下のように変更・中止する場合は、速やかに「変更承認申請書」をご提出ください。

① 助成金額に影響が及ぶ事業内容の変更をしようとするとき。

② 助成対象経費の２０パーセントを超える変更をしようとするとき。

③ 各経費区分の２０パーセントを超える変更をしようとするとき。

④ ①②③に掲げるもののほか、事業内容の大幅な変更をしようとするとき。

⑤ 助成事業を中止しようとするとき。

※ 「変更承認申請書」と併せて、変更内容が分かる資料をご提出頂く場合があります。

※ 各経費区分内での経費の入れ替えは可能です。

※  各経費区分超えての金額の入れ替えはできません。

ＰＲとして、ホームページ等に助成を受けている旨を記載する場合

事業のＰＲとして、ホームページやパンフレット等に助成を受けている旨を記載する場合は、

事業団に「届出書」を提出してください。

※ 販促活動等に当たっては、事業団は一切仲介など行いません。

※届出が無い場合は、助成金の交付を行わない場合や返納が生じる場合がありますの

で、ご注意ください。

事業団HP 書類掲載箇所

「変更承認申請書」 「届出書」 は事業団HPからダウンロードしてください。

１５

ＵＲＬ：https://taito-sangyo.jp/2023/02/28/newtech/

トップページ＞助成金＞【受付終了】新製品新技術開発支援＞９中間報告・実績報告等
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